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社名(英名)をよろしければ

OIREC(オイレック)

とお呼びください！

町会長様との懇談会
12月8日（金）、当社近隣の町会長様と懇談会を開催しました。当日は、

当所清水環境安全副所長から当社安全活動の紹介、山中所長も参加して

懇親会を実施しました。

今後も地域の皆様の声に耳を傾け、操業にご理解いただけるよう努めて

参ります。

500万時間達成‼
10月16日（月）、五井消防署・市原市消防局との合同防災

訓練を4年ぶりに実施しました。

当日は大規模地震発生後、タンクから火災が発生した

想定のもと、本番さながらにドローンによる被災状況確認や

放水訓練等を行いました。

今後も、災害対応能力の向上に努めて参ります。

2023年度

下期号

7月28日（金）をもって千葉製油所連続無災害記録が

500万時間に到達しました。今後も安全最優先の方針の下、

所員全員で災害防止に努めて参ります。

OIREC
NEWS

代表取締役社長 下村 啓 千葉製油所長 山中 啓司

地域の皆様へ

新年明けましておめでとうございます。

平素より弊社の操業に対する多大なるご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

さて、弊社・OIREC（オイレック）のニュースレター「１-CHIBA-N（イチバン）下期号」を

お届けします。 役員のご挨拶をはじめ、弊社の安全・安定操業への取組みや、各種

トピックをご紹介させていただきます。ぜひご覧ください。

新年明けましておめでとうございます。

旧年中は、当製油所の操業にご理解とご支援を賜りまして

誠にありがとうございました。

本年も地域社会の一員として安全、環境保全および安定

操業を最優先事項とし、地域社会の発展に貢献できるよう

尽力して参ります。

本広報誌は地域の皆さまとの相互コミュニケーションを

一層深めるべく当製油所の安全対策や各種行事をお知らせ

して参りましたが、これからも皆さまがお知りになりたい

情報を正確にわかりやすく発信して参る所存です。

末筆ではございますが、皆さまの益々のご健勝とご発展を

祈念いたしますとともに、引き続き当製油所の操業に

ご理解とご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。

新年あけましておめでとうございます。

当社が千葉製油所の運営を始めて3年が経ちました。

地域の皆様のご支援を賜り、会社運営は軌道に乗って

まいりました。

カーボンニュートラル化が業界の大きな課題である中、

私たち企業は価値を生み出し、人々を豊かにするための

存在であるべきと考えております。

地域貢献に加えこの町を起点として未来への貢献にも

努めます。

引き続き、皆様からのご支援とご指導を心よりお願い

いたします。そして皆様とともに、今年を良い年にいたし

たいと思います。

左：社会環境安全室 清水室長

右：山中製油所長

左から：社会環境安全室 清水室長

安全衛生推進協議会 荻野副会長

陸上安全協力会 大野会長

海上安全協力会 浦邉事務局長

構内表彰の様子

ドローンによる

タンクの状態確認



　

　 　

弊社では「安全」を最優先に、地域の皆様にご迷惑をお掛けすることの無いように操業に努めております。

万一、何かお気づきの事がございましたら、誠に恐れ入りますが、下記までご連絡をくださいますようお願い申し上げます。

□ 平日・昼間 ： 総務グループ ☎ 0436-23-9580 ■ 夜間・休日 ： 宿日直室 ☎ 0436-23-9370

8月18日（金）に市原商工会議所と臨海企業との情報交換を目的として、山中製油

所長が商工会議所の榊原会頭と対談を行いました。

対談では、当社の事業戦略、SDGs、安全・安定操業の取組みなどがテーマとなりました

が、当社からは「エネルギー・素材の安定供給」「カーボンニュートラル社会の実現」

「安全・安定操業」等を通じて地域社会に貢献していくこと、榊原会頭からは「商工

会議所が地域活性化の中心的パートナーとなること」など、お互いの強い思いが交わさ

れました。

今後も地域の絆やご縁を大切にして、地域産業の益々の発展につながるようコミュ

ニケーションを強化してまいります。

弊社の株主である中国石油グループから、トップを務める武執行董事※を

はじめ9名の方々が、8月23日（水）に千葉製油所の激励に来所され

ました。

武執行董事からは、「社員の士気が高い」「話を聞いているときの目が

生き生きとしている」と所員・協力会社への期待と激励のメッセージを

いただきました（恐縮です！）。

7月21日（金）に地元光明寺の深野ご住職に

お越しいただき、盆供養を執り行いました。

製油所建設以前に海難事故の犠牲となられた

住民の方々、過去に殉職された従業員・協力会

社員のご冥福を祈るとともに、安全を誓いました。

秋季全国火災予防運動の実施にあたり、

11月9日（木）～11月15日（水）に、構内

にて消火訓練を行いました。

現在、当所敷地にて、大型産業用蓄電池（系統用蓄電池）の設置工事が進められています。この

蓄電池は、カーボンニュートラル社会の実現に向けて再生可能エネルギーの大量導入が見込まれる

なか、電力の充放電を通じて電力需給バランスを安定させ、再生可能エネルギーを最大限利用

できるようにすることを目指すものです（＝ＶＰＰ※事業）。

完成すれば、100MW＝一般家庭の約32,000世帯分に相当する出力を有する設備となり、

2025年度の事業開始を目指しています。

今後もＶＰＰ事業による電力需給バランスの安定化、カーボンニュートラルへの貢献を目指して

参ります。

くう

9月5日(火)～9月7日(木)にかけて、普通

救命講習会を実施しました。心肺蘇生法、

AEDの使用法、気道異物除去法、止血法等を

市原市五井消防署救急隊にご指導いただき

ました。

市原商工会議所 榊原会頭と対談

※執行董事（しっこうとうじ）：日本の「会長」に相当

「中国石油国際事業有限公司（PCI）」の日本法人「中国石油国際事業日本株式会社

（PCJP）」が弊社の株主

左：市原商工会議所 榊原会頭

右：山中製油所長

左：武執行董事 右：下村社長

※VPP＝バーチャルパワープラント。

分散型エネルギーリソース（再生可能エネルギーや火力などの自家発電設備・蓄電池・電気自動車等）を

一括で遠隔・統合制御し、あたかも一つの発電所のような機能を提供する仕組みのこと。


